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１．概要 

 各種 ODF解析結果の表示用ソフトウエアであるが、バージョンアップにより操作が複雑になったので 

   機能を以下に纏めます。 

２．機能 

２．１対応ＯＤＦソフトウエア 

 LaboTex,TexTools,StandardODF,RigakuODF,popLA,MTEX,EBSD,Vector,ATEX の Exportデータに 

 対応 

  

 Euler断面表示(断面部分のマウスクリックで変更) 

  

 Hexagonal表示 

   と に対応 



２．２結晶方位計算用格子定数指定 

   

 結晶系と材料を選択 

  

 

 

 

 

 

 

 



２．３表示画面 

  全面、３画面、２画面、１画面、表示 

  

  

  

  



２．４表示面の角度間隔(Grid変更) 

  

 

 

２．５画面サイズ変更 

 マウスで画面の大きさ変更以外に数値入力が可能 

  

  数値入力で、初期画面を変更 

 



２．６文字の大きさ 

  画面の大きさにより自動で変更される 

  

２．７角度表示 

 全画面表示の断面角度表示 

  

  

 

 

 

 

 

 



 ３画面表示 

  

 Euler角度入力、 

  

 同一角度入力は表示されない。 

  

 AxisDisplay断面と面角度が表示される。 

   



２．８等高線変更 

  

  この領域をマウス左クリック 

  

 入力はｒｅｔｕｒｎ入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表示本数 

表示開始とステップの変更 

 

表示最大レベルの固定 

ダブリング表示 

 

色の変更 

 

Euler断面の非表示 

 

等高線幅変更 



２．９色変更 

   

   

   

 

 

 



２．１０ファイル名表示 

 AxisDisplayされていない場合、表示させることが可能 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 



２．１１平滑化 

  

  

 Weightと Cycleで平滑化を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．１２マウス位置に対しリアルタイム結晶方位計算 

  

 マウスを移動すると、リアルタイムで結晶方位計算 

 

 マウス左クリックで計算された結晶方位位置に対応した Euler角度位置に○ 

  

 ψ2断面が測定画面ではない場合、例えば、ψ2断面が 47度の場合 

 ψ2=45度に赤○ ψ2=50度に黒○を表示 

 



２．１３結晶方位計算 

  

 

 サーチ最小密度指定   計算上の最大指数指定 

    

 計算開始    同一方位が複数をｌｉｓｔ 

    



サーチ結果 

 赤○部分 

  

  

  

  

  

 

 Copper位置にずれがあるため、ｌｉｓｔされない。 

 

 

 

 

 

 

 



２．１４Ｆｉｂｅｒ解析 

  

  

  

 ずれ対策として周辺も考慮 

  



マウス操作によるＦｉｂｅｒプロファイル 

 

 

 マウス右クリック 

  

 ｃｏｐｐｅｒは、 

   

 

 ｃｏｐｐｅｒ位置をマウスクリックすると、Euler角度３方向のプロファイルが確認出来るが、 

 Φ位置にずれが確認出来ます。 

 ｃｏｐｐｅｒはΦ＝３５．２６であるが、測定されたΦの最大値は 30deg-35degの間である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．１５指定された方位位置の方位密度計算 

 

 

 Ｌｉｓｔ最小値を指定 

 

 

 

 

 



２．１６追加可能な結晶方位サーチと方位プロファイル作成 

 

 

 

 β－Ｆｉｂｅｒを入力し、上書き     

  

 Inpitlistで確認後 ListDispでプロファイル作成 

 

  

 



２．１７標準的な結晶方位によるサーチ 

   

  

 ３指数は、INPUTTAVLE.TXT、４指数は、INPUTTABLEHEXA.TXTを参照します。 

 標準方位として、Cubicと Hexagonalを用意してあります。 

 Cubicは、INPUTTABLECUBIC.TXT 

 Hexagonalは、3指数は INPUTTABLEHEXA-3AXIS-back.TXT 

        ４指数は INPUTTABLEHEXA-4AXIS-back.TXT 

 標準方位を使う場合、Input tableで標準ファイルを開き、INPUTTABLE.TXTあるいは 

 INPUTTABLEHEXA.TXT に上書きする。 

 INPUTTABLE.TXTに INPUTTABLECUBIC.TXT を上書きすると 

  

 が得られます。 

 複数のｈｋｌｕｖｗｌｉｓｔを比較する場合、ｈｋｌｕｖｕｗｌｉｓｔＤｉｓｐｌａｙソフトウエア 

 



２．１８結晶方位図 

 マウス移動で結晶方位を決定し、方位ｌｉｓｔ部をマウスクリックで結晶方位図表示 

  

     マウスクリック 

 

    


